
令和５年度 障害福祉入門研修会（新人職員研修）を開催しました 

 

令和５年５月１０日（水）から７月２４日（月）にかけて全５回、横浜市健康福祉総合センター（横浜市中区）を会場に、

開催しました。 

この研修は障害福祉関係施設等職員や障害福祉関係の支援者が、障害福祉関連施策の知識の理解、また障害

当事者の想いを受けとめて支援することを目的に毎年開催しているものです。 

またこの研修は、新人職員研修としての位置づけもされており、全研修受講された方４７人に、修了証をお渡しし

ています。 

研修の開催内容と参加者は下記のとおりです。 

 

回 日時・テーマ 研修講師 
参加者 

（ｵﾝﾗｲﾝ含） 

１ 

 

「横浜の地域活動と施策」 

５月１０日（水）13:30～17:00 

「横浜の地域活動―私たちの歩み―」 

障害者支援センター職員・ 

早坂 由美子氏（地域訓練会すずな会会長） 

■「障害者総合支援法のサービス」 

  渡邊 史朗 氏（社会福祉法人光友会） 

■「横浜の障害者施策・相談支援事業」 

横浜市健康福祉局障害福祉保健部障害施策推進課 職員 

９１人 

２ 
「望まれる傾聴の姿勢」 

５月１６日（火）13:30～16：30 
横浜いのちの電話 研修担当３名 

９０人 

（会場のみ） 

３ 

「障害者と家族が望む支援」 

６月２日（金）13:30～17:00 

＊講義とグループディスカッション 

○「障害児・者とその家族～ゆれうごく福祉の中で～ 

  （本人及び家族の支援）」 

  瀧澤 久美子 氏 

（横浜障害児を守る連絡協議会 相談役） 

○「家族が望む支援」  石川 祐子氏（ペンギンクラブ代表） 

○「本人が望む支援」  永田 孝 氏 

（横浜市グループホーム連絡会入居者部会会長） 

９５人 

４ 

「障害者の人権」 

６月３０日（金）13:30～17:00 

＊講義とグループディスカッション 

○「権利条約の批准による障害者差別解消法と 

   障害者虐待防止法と横浜市の取組みについて」 

横浜市健康福祉局保健部障害施策推進課 職員 

○「人権侵害を防ぐために―職員としての基本的な姿勢－」 

鈴木 敏彦 氏（淑徳大学 副学長・教授／社会福祉士） 

９２人 

５ 

「職員として望まれる支援」 

７月２４日（月）13:30～17:00 

＊講義とグループディスカッション 

○日中活動における支援 

   藤野 慎 氏（ＮＰＯ法人めざみ めざみ工房 所長） 

○グループホームにおける支援 

 ・ 山口 博之 氏（社会福祉法人 夢２１福祉会） 

・グループホーム管理職員 

９５人 

 

 


